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研究成果の概要（和文）：新学術領域「運動超分子マシナリーが織りなす調和と多様性」は各段階にある，‘運
動超分子マシナリー研究’を推進し，最終的には原子レベルで解明することを目的としている．本領域の総括班
は，「新学術領域」という研究費カテゴリーの存在意義を真摯に受けとめ，他の研究費では得られないシナジー
効果を領域全体に与えることを目的とし，個々の研究班では対応しにくい活動，すなわち，(1) 議論の活性化，
(2) 領域の発展に必要な技術の開発と提供，(3) アウトリーチ活動，を行なった．

研究成果の概要（英文）：Grant-in-Aid for Scientific Research on Innovative Areas (Research in a 
proposed research area), “Harmonized supramolecular motility machinery and its diversity” is aimed
 at promoting "Studies on motility supramolecular motility machinery” at each stage and eventually 
clarifying them at atomic level. The general team of this area seriously received the significance 
of the existence of the research expenses category "Grant-in-Aid for Scientific Research on 
Innovative Areas New academic area" and aimed to give synergy effects to the whole area that cannot 
be obtained with other research funds. We performed the activities difficult for individual research
 groups, (1) activation of discussion, (2) development and provision of technology necessary for the
 development of the area, and (3) outreach activities. 

研究分野： 細菌学

キーワード： クライオ電子顕微鏡　急速凍結レプリカ法　技術開発・支援　スマートフォンアプリ　ビデオライブラ
リー　質量分析　高速AFM　3Dプリンター

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

新学術領域「運動超分子マシナリーが織りなす

調和と多様性」は各段階にある，‘運動超分子マ

シナリー研究’を推進し，最終的には原子レベ

ルで解明することを目的としている．本領域の総

括班は，「新学術領域」という研究費カテゴリー

の存在意義を真摯に受けとめ，他の研究費では

得られないシナジー効果を領域全体に与えるこ

とを目的とした． 

２．研究の目的 

個々の研究班では対応しにくい活動，すなわち，

(1) 議論の活性化，(2) 領域の発展に必要な技

術の開発と提供，(3) アウトリーチ活動，を行な

った． 

３．研究の方法 

(2) については，サブナノメートルの可視化技術，

すなわち，(i) 電子線クライオトモグラフィー，(ii) 

急速凍結レプリカ電子顕微鏡法，(iii) 高速

AFM，そしてこれらとは別に，有用だがまだ十分

には普及していない(iv) タンパク質の質量分

析,(v) 3D プリンター，を領域全体に提供した．

(3) については，本研究領域の主題である‘生

物の動き’を前面に掲げ，スマートフォンアプリケ

ーションや 3D プリンターなど，比較的新らしいメ

ディアの活用を積極的に取り入れた 

４．研究成果 

(1) 議論の活性化 

個々の研究テーマと分野の将来について 2011

年から途切れなく議論を行った．2012-2017 年

度に，3 日間のクローズな領域会議を 6 回行い，

また，60 年の歴史を持つ，生体運動合同会議と

合同で行う 3 日間のオープンな領域会議を 5 回

行った．既存の学会と研究会を利用して，13 回

のシンポジウムをオーガナイズ，共催した．さら

に，それらの機会を活用する形で，生体運動研

究の鍵を握る海外の研究者 19 名を招聘して議

論を深めた．中でも，Joshua Shaevitz 教授（プリ

ンストン大，米国）ら 7 名は，学会前後に約 10 日

間，領域研究班の数か所を訪問して議論，見学，

さらには実験を行った．Howard Berg 教授につ

いては招へい時にインタビューを行い，生物物

理学会の機関誌と領域 HP に記事として発表し

た（生物物理 2014, 54, 226-229）．領域関係者

が誰でも参加できる形でメーリングリストと

facebook による議論を日常的に行い，そこでの

議論内容は，60,700 文字にも及んでいる．領域

終了後には，ミーティングの報告記と facebook

での議論をまとめた単行本の出版を予定してい

る．また，領域の成果（各論）と議論（俯瞰）をまと

めた総説それぞれを発表すべく準備を進めてい

る．会議記録を以下に示す． 

単独全体班会議 

第 0 回（名古屋）2012 年 9 月 24 日 

第 1 回（名古屋）2013 年 6 月 28-30 日 

第 2 回（札幌）2014 年 6 月 16-18 日 

第 3 回（金沢）2015 年 6 月 10-12 日 

第 4 回（長崎）2016 年 6 月 8-10 日 

第 5 回（名古屋）2017 年 9 月 13-14 日 

生体運動研究合同班会議 

（東広島）2013 年 1 月 12-14 日 

（千葉）2014 年 1 月 10-12 日 

（東京）2015 年 1 月 7-9 日 

（京都）2016 年 1 月 8-10 日 

（神戸）2017 年 1 月 6-8 日 

その他，共催シンポジウム 20 回，協賛シンポジ

ウム 20 回，総括班会議：5 回，ネット会議：43 回 

(2) 領域の発展に必要な技術の開発と提供 

運動マシナリー分野の研究に必須であるが，費

用のかかる質量分析を，総括班として提供した．

また，運動マシナリー分野の研究で最も重要な

サブミクロンオーダーでの可視化技術，急速凍

結レプリカ電子顕微鏡法，クライオ電子顕微鏡

法，高速原子間力顕微鏡法を提供した．それぞ

れ 28，7，13 のグループが，30，12，20 のテーマ

について解析を行った．（項目８を参照のこと）．

大阪市立大学にパーソナルユースの 3D プリン

ターを設置し，運動マシナリーや細胞の立体模

型の開発と供給を行った．領域内の38グループ

に計 192 の模型を提供した．3D プリンターにつ

いて開発した技術は，現在特許出願中である．



これらの事業により，総括班（大阪市立大学）を

中心とした頻繁な人的交流が促進された． 

(3) アウトリーチ活動 

領域全体で，ビデオライブラリーと図鑑のスマー

トフォン向けアプリを開発した．これらの事業によ

り，領域内部における交流はさらに活発化した． 
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